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研究成果の概要（和文）：米国では診断エラーにより年間約8万人の死亡者数と総医療費の約20％の損失が見積
もられ、WHOやアメリカ医療研究品質局は診断エラーを人類が解決すべき公衆衛生上の最重要課題と設定した。
我々のチームは医師の診断エラー省察研究(n=687)の分析や医療訴訟研究(n=3430)を実施し、様々な角度から診
断エラーの実態や関連要因等を明らかにした。本邦の内科医の診断エラー症例の分析では一般外来(35%)と救急
外来（31%）が特に多く、診断的不確実性が高い環境や夜勤帯や祝日などの医療資源が限られた状況で有意に診
断エラーが発生しやすいことを米国ミシガン大学、ハーバード大学との共同研究の上で明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In the United States, diagnostic errors are estimated to result in 
approximately 80,000 deaths annually and account for about 20% of total healthcare costs. Our team 
conducted an analysis of physicians' reflections on diagnostic errors (n=687) and a study of medical
 malpractice claims (n=3430) to elucidate the actual state and contributing factors of diagnostic 
errors from various perspectives. In our analysis of diagnostic error cases among internal medicine 
physicians in Japan, we found that general outpatient clinics (35%) and emergency departments (31%) 
had particularly high incidences. Diagnostic errors were significantly more likely to occur in 
settings with high diagnostic uncertainty, such as during night shifts, holidays, or in environments
 with limited medical resources. This finding was further substantiated through collaborative 
research with the University of Michigan and Harvard University.

研究分野： 医療の質・安全

キーワード： 診断エラー　患者安全　患者中心性　医療訴訟　誤診
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本における診断エラーの研究は重要な意義を持つ。学術的には、診断エラーの発生状況や要因を多角的に明ら
かにすることで、医療現場での診断プロセスの改善に貢献する。特に、一般外来と救急外来での診断エラーの高
発生率と、それに影響を与える要因を特定することで、診断の質向上に向けた具体的な対策を提案することがで
きた。また、限られた医療資源下での診断エラーリスクを明示することは、労働環境の改善や医療政策の見直し
に寄与するであろう。社会的には、診断エラーの防止は患者の安全を守り、医療費の削減にもつながる。これら
の研究成果は、日本の医療制度全体の質向上に寄与し、国民の健康増進に大きく貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

医療過誤は、有害事象・システムエラー・診断エラーの要素が主に挙げられる。 

米国では、診断エラー研究が先進的に取り組まれており、救急の現場で 10 例中 1 例に診断

エラーが起き、約 1000 例中 1 例に命に関わる致命的診断エラーが発生し、年間 4-12 万人

(米国)が診断エラーによって死亡していると推計されている。この他、社会的なインパクト

として、診断エラーに関連する医療経済的側面の先行研究では、診断エラーによる不必要な

検査や治療、死亡等によって発生する経済的損失は年間全国民医療費の約 30％に及ぶと試

算されている(National Academy of Medicine report, 2015)。このように医師の診断エラー

は患者の生命に直結し、医療経済的にも医療安全的にも根幹にかかわる一方で、我が国の医

師の診断エラーの実態調査・疫学調査は診断エラーの持つネガティブな印象や研究実施の

困難性を背景にほぼ見当たらず、診断エラーが起きる要因分析ついてなどわが国の基盤と

なる研究はない。本研究の問いは医師の診断エラーにおける我が国の頻度や実態、その要因

を明らかにすることを目的としている。 

 

２．研究の目的 

・患者側からの視点で見た診断エラーの頻度、有害性を明らかにする 

・診断エラー症例に対して認知バイアスが与える影響を明らかにする 

・医師の診断エラー抑止に対する米国のエビデンスをわが国への応用を検討するための既

存データの日米比較研究を行う 

 

３．研究の方法 

診断エラー前方視観察研究   2021 年度- 

診断エラーの後方視・及び前方視観察研究を行う。診断エラーの定義は、診断の「遅れ」「見

逃し」「誤り」とする。救急初診時の診断から追跡し、精査等を行った後の最終診断の差異

を評価し、その発生頻度や要因の検討を行う。調査項目は、基課題で行なった診断エラーの

３つの要因（認知バイアス、情報要因、状況要因）をより詳細に設問する。具合的調査項目

として卒後救急従属年数、役職、診断エラーが発生した時点の環境、専門医の有無、勤務状

況、感情の起伏、混雑状況、救急初診時の代表的認知バイアス 20 個の有無(複数回答)、ま

た前夜の睡眠時間、疲労の具合、初期診断、最終診断、最後にどうすれば避けることができ

たかについて医師に記述式設問で回答を得る。 

 

診断エラー先行研究の日米比較研究  2022 年度- 

基課題研究として我々が実施した、わが国の医療訴訟および医師の省察による診断エラー

研究データを、米国で実施された同様の研究データと比較検討し、医療訴訟や医師の省察に

よる診断エラーの社会的インパクトを比較する。方法には、Preferred Reporting Items for 

Systematic Reviews and Meta-Analyses (PRISMA)の手法に準じて行い、米国および日本国

内のレビューを行う。基課題で明らかとなった医師の診断エラーの頻度、診療科による違い、

夜間や診察室などの環境因子、卒後年数、認知バイアスが占める割合等を米国の研究結果と

比較検討を行う。 



 

４．研究成果 

上記課題の研究成果を要約する.助成期間中に上げることができた業績一覧は下記に添付

する。申請者は医師の診断エラー省察研究(n=687 症例)の分析や医療訴訟研究(n=3430 判例)

を実施し、様々な角度から診断エラーの実態や関連要因等を明らかにしてきた。具体的には

本邦の内科医の診断エラー症例の分析では一般外来(35%)と救急外来（31%）が特に多く、診

断的不確実性が高い環境や夜勤帯や祝日などの医療資源が限られた状況では有意に診断エ

ラーが発生しやすい(Watari T, Gupta A. Internal Med, 2023; Watari T. Internal Med, 

2021)、また医療訴訟では一般内科医と一般外科医、救急外来や初診外来での診療 は特に診

断エラー訴訟に対してリスクが高く、有意に医療者側の敗訴と賠償金支払いの増加(中央値

3236.6 万円)と相関している等の関連要因や実態が明らかとなった(Watari T, et al. 

PLOSONE 2021; Yamamoto N, Watari T, et al. Healthcare 2022.他)。また、診断エラー

研究領域の世界的牽引っであるハーバード大学 Gordon Schiff 氏と共に我が国に対する診

断エラーへの警鐘並びに、診断プロセスの改善提案における論文を発表した(Watari T, 

Schiff GD. Diagnostic excellence in primary care. J Gen Fam Med. 2023 Mar 

20;24(3):143-145。以上のように、現在まで科学研究費助成事業(若手研究 B、及び基盤 B)

による支援を受けて診断エラー研究の責任著者として 35本の国際英語論文を発表すること

ができた。 
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